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一　般　演　題

1．脳血流SPECTイメージの基礎的検討

柳元　真一　　福永　仁男

小野志磨人　　永井　清久

村中　　明　　友光　達志

西下　創一

大塚　信昭

光森　通英

森田　陸司

　（川崎医大・核）

　　　　（同・放）

　脳血流SPECTイメージの基礎的検討として，検出器

回転型のシンチカメラに，MEHSまたはLEHRコリメ

ー タを装着し，脳への集積率を1231・IMPでは8％，99mTc

標識製剤では3％を想定し，以下の結果を得た．

　1）コリメータをMEHSからLEHRに変更するこ

とにより，SPECT像のMTF値は0．2　cycle／cmにおい

て44％，システム感度は10％向上した．

　2）99mTc標識製剤の5～8　mCi投与時の画像は，

1231－IMP　3　mCi投与時よりも良好なSPECT像が得ら

れた．

　3）SPECT像における前処理法（Wiener　F．）は，

99mTc標識製剤30　mCi投与においても必要性が認めら

れた．また，10～30mCiの範囲では，同程度の画像が

得られた．

2．てんかんにおける123HMPシンチグラフィ

小野志磨人　　福永　仁夫

永井　清久　　光森　通英

柳元　真一　　友光　達志

梶原　康正　　西下　創一

安田　　雄　　寺尾　　章

曽根　照喜

大塚　信昭

村中　　明

森田　陸司

　（川崎医大・核）

　　　　（同・放）

　　　（同・神内）

　　（京大・放核）

　1231－IMPによる脳血流シンチグラフィをてんかん患

者37例（症候性14例，真性23例）に施行した．脳血流

イメージは回転型γカメラを用いて行い，同日に検査し

た脳波，X線CTの所見との比較を行った．

　結　　果

　（1）症候性てんかん患者14例中13例で1231－IMPの

集積低下が観察された．

　（2）真性てんかんの非発作時では23例中3例で1231．．

IMPの集積増加が，13例で集積低下がみられた．発作

中の2例のうち1例は高度集積増加が，1例では集積低

下が認められた．

　（3）X線CTで局所異常を認めない23例中18例で

脳血流シンチで異常が指摘された．

　（4）検査時，脳波にて発作波を認めなかった10例中

6例でも集積低下が示された．

　以上のように，てんかん患者の病態解明，焦点決定の

上で1231－IMPによる脳血流シンチグラフィは有用であ

ると思われた．
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